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南北朝期・室町初期における狂言作品成立の可能性

６
．『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
四
）「
太
平
記
」
の
項
に
よ
る
。

７
．
加
美
宏
「
中
世
に
お
け
る
「
太
平
記
読
み
」
に
つ
い
て
―
『
蔭
涼
軒
日
録
』
の
記
事
を

中
心
に
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
昭
和
四
七
年
三
月
）
に
よ
る
。

８
．
前
掲
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
第
四
巻
「
太
平
記
」
の
項
に
よ
る
。

９
．『
ジ
ャ
パ
ン
・
ク
ロ
ニ
ッ
ク
日
本
全
史
』
は
『
融
通
念
仏
縁
起
』
に
描
か
れ
た
「
路
傍
の

猿
回
し
」
の
絵
を
掲
出
し
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
付
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
こ
ろ
、
猿
楽
・
あ
る
き
白
拍
子
・
あ
る
き
御
子
（
巫
女
）・
鉦
叩
き
・
鉢
叩
き
・
あ

る
き
横
行
・
猿
飼
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
七
道
の
者
」
と
よ
ば
れ
る
下
層
の
芸
能
者
た
ち

が
都
の
人
々
に
娯
楽
を
与
え
て
い
た
。
彼
ら
は
奈
良
・
興
福
寺
に
属
す
る
五
か
所
十
座

の
声
聞
師
（
芸
能
民
の
支
配
下
に
あ
り
、
猿
飼
（
猿
回
し
）
は
飼
い
な
ら
し
た
猿
に
芸

を
さ
せ
て
人
々
か
ら
米
銭
を
乞
う
て
い
た
。

10
．『
中
世
地
域
社
会
の
歴
史
像
』（
阿
吽
社
・
一
九
九
七
）
所
収
。
丸
山
竜
平
氏
の
ご
教
示

に
よ
る
。

11
．
丸
山
竜
平
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

12
．『
狂
言
辞
典
―
事
項
編
』（
東
京
堂
出
版
・
一
九
七
六
）
や
『
岩
波
講
座
　
能
・
狂
言
』

Ⅶ
狂
言
鑑
賞
案
内
（
岩
波
書
店
・
一
九
九
〇
）
な
ど
。
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う
か
は
不
詳
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
、
可
能
性
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、

少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
成
立
し
て
い
て
も
不
思
議
で
な
い
狂
言
だ
と
は
言
え

よ
う
。

　
ち
な
み
に
、『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
の
「
せ
ん
じ
も
の
う
り
」
に
は
、
次

の
二
首
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

あ
た
ひ
な
き
よ
る
を
は
い
か
ゝ
せ
ん
じ
物
月
み
あ
そ
ひ
に
か
ふ
人
も
が
な

思
ひ
わ
ひ
さ
て
も
い
か
ゝ
は
せ
む
し
も
の
恋
の
や
ま
ひ
の
薬
な
ら
ね
は

　
こ
の
「
月
み
あ
そ
ひ
」（
月
見
遊
び
）
を
「
山
鉾
の
稽
古
」
に
変
え
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
こ
の
狂
言
の
設
定
と
な
ろ
う
。
消
極
的
な
傍
証
で
は
あ
る
が
、
そ
の

こ
と
も
、
こ
の
狂
言
と
の
近
似
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

六
、
む
す
び

　
私
は
近
年
、
南
北
朝
時
代
の
約
六
十
年
間
（
一
三
三
六
〜
九
二
）
の
文
化
状

況
が
、
思
い
の
ほ
か
活
況
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
意
外
の
感
に
打
た
れ
て
い

る
。

　
能
楽
の
大
成
に
大
き
く
関
与
す
る
観
阿
弥
と
二
条
良
基
の
生
存
期
間
が
概
ね

こ
の
時
期
に
収
ま
る
の
を
初
め
と
し
て
、
平
曲
お
よ
び
そ
の
テ
キ
ス
ト
（
覚
一

本
）
の
大
成
者
の
明
石
覚
一
、『
太
平
記
』
の
作
者
と
し
て
取
り
沙
汰
さ
れ
る

小
島
法
師
、
五
山
文
学
の
秀
才
義
堂
周
信
・
絶
海
中
津
な
ど
の
生
存
期
間
も
、

ま
さ
に
こ
の
時
期
な
の
で
あ
る
。
義
堂
周
信
と
絶
海
中
津
の
詩
作
品
は
、
本
場

中
国
の
秀
作
に
比
し
て
も
遜
色
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
世
阿
弥
の
活
躍
も
始

ま
っ
て
い
る
し
、『
徒
然
草
』
の
兼
好
や
禅
寺
庭
園
で
知
ら
れ
る
夢
窓
疎
石
の

晩
年
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。

　
ま
さ
に
綺
羅
星
の
ご
と
き
優
れ
た
人
材
の
輩
出
と
文
化
創
出
の
時
代
と
言
っ

て
よ
い
。
こ
の
時
期
に
続
く
の
が
北
山
文
化
の
時
代
で
あ
る
。
金
閣
寺
に
代
表

さ
れ
る
北
山
文
化
は
足
利
義
満
の
名
と
共
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

量
的
に
は
む
し
ろ
南
北
朝
期
の
方
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
、
私
に
は
思

え
る
。
た
ぶ
ん
、
南
北
朝
期
の
諸
種
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
北
山
文
化
に
結
実
す

る
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
南
北
朝
期
を
日
本
の
文
芸
復
興
期
＝
ル
ネ
サ
ン
ス
と
呼
ん
で
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
さ
え
、
私
は
ひ
そ
か
に
思
い
始
め
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
時
代

認
識
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
。
そ
も
そ
も
「
南
北
朝
文
化
」
な
ど
と
、
こ
の
時
期

を
特
定
し
て
呼
ぶ
こ
と
す
ら
な
い
。
南
北
朝
争
乱
の
混
乱
期
で
文
化
創
出
ど
こ

ろ
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
お
そ
ら
く
一
般
的
な
常
識
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
な
ぜ
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
得
た
の
か
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど

こ
か
ら
生
じ
た
の
か
。
た
ぶ
ん
鎌
倉
後
期
に
お
け
る
南
宋
文
化
の
吸
収
と
刺
激

が
一
因
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
南
北
朝
期
を
再
評

価
す
る
目
で
狂
言
の
成
立
状
況
を
考
え
て
み
る
必
要
性
を
、私
は
感
じ
て
い
る
。

注１
．
石
川
登
志
雄
「
丹
後
国
分
寺
建
武
再
興
縁
起
に
つ
い
て
」（『
郷
土
資
料
調
査
報
告
』
第

五
集
、府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
・
一
九
八
四
）
に
翻
刻
が
あ
る
。
ま
た
、田
口
和
夫
『
能
・

狂
言
研
究
―
中
世
文
芸
論
考
』（
三
弥
井
書
店
・
一
九
九
七
）
に
、
こ
れ
を
引
用
し
た
論

考
が
あ
る
。

２
．『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
二
巻
（
三
一
書
房
・
一
九
七
四
）
に
翻
刻
が
あ
る
。

３
．
本
文
中
の
曲
名
表
記
は
尊
経
閣
文
庫
本
を
底
本
と
し
た
『
岩
波
講
座
　
能
・
狂
言
』
Ⅰ

に
よ
る
。

４
．『
東
海
能
楽
研
究
会
年
報
』
第
十
一
号
、
二
〇
〇
七
。

５
．
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系『
太
平
記
』（
岩
波
書
店
・
一
九
六
〇
〜
一
九
六
三
）に
よ
る
。

以
下
、『
太
平
記
』
の
引
用
は
同
様
。
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こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
推
定
が
正
し
い
な
ら
、「
通
円
」
の
成
立
は
、
東
寺
に
門
前
茶
屋
が
最

初
に
出
現
し
た
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
に
近
い
頃
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説

が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
通
円
」
は
能
「
頼
政
」
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ

る
が
、「
頼
政
」
は
『
世
子
六
十
以
後
申
楽
談
儀
』
に
世
阿
弥
の
作
と
見
え
る

曲
で
あ
る
。
ま
た
、そ
れ
よ
り
も
古
い
世
阿
弥
の
伝
書
『
三
道
』
に
も
見
え
る
。

『
三
道
』
の
成
立
は
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
だ
か
ら
、「
頼
政
」
が
そ
れ
以

前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
仮
に
、「
頼
政
」
が
世
阿
弥
壮
年
期
の
四
十
歳
頃
の
作
品
と
す
る
な
ら
、

一
四
〇
三
年
頃
と
い
う
計
算
に
な
る
。「
通
円
」
は
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
そ

の
直
後
に
成
立
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
前
述
の
一
四
〇
三
年
前
後
成
立
と
い
う

仮
説
に
ぴ
っ
た
り
符
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
偶
然
も
し
く
は
恣
意
的
な

一
致
と
片
づ
け
る
の
は
簡
単
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
可
能
性
も
考
え
て
お
き
た

い
。

　
な
お
念
の
た
め
に
付
け
加
え
る
な
ら
、「
通
円
」
は
『
糺
河
原
勧
進
猿
楽
日
記
』

に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
そ
の
と
き
に
演
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示

す
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
時
点
で
、
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

五
、「
煎
物
」
成
立
の
背
景

　
狂
言
「
煎
物
」
は
、
町
内
の
人
々
が
山
鉾
の
稽
古
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
煎

じ
物
売
り
が
や
っ
て
き
て
煎
じ
物
を
勧
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
煎
じ
物
と
は
、「
珍
皮
・
乾
薑
・
甘
草
な
ど
を
煮
つ
め
て
作
る
薬
湯
の
一
種
」

（『
狂
言
辞
典
―
語
彙
編
』
東
京
堂
出
版
・
一
九
六
三
）
で
あ
る
。

　
こ
の
狂
言
の
関
連
知
識
と
し
て
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
）
（（

（
注

が
、
室

町
時
代
の
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
に
は
街
角
の
煎
じ
物
売
り
が
描
か
れ
て
い

る
〔
図
版
３
〕
参
照
。
そ
の
絵
の
担
い
棒
の
両
端
に
は
、
煎
じ
る
釜
と
、
薬
草

を
入
れ
た
ら
し
い
桶
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
て
、
狂
言
「
煎
物
」
の
シ
テ
の
姿
に

よ
く
似
て
い
る
。
そ
の
指
摘
は
『
岩
波
講
座
　
能
・
狂
言
』
Ⅶ
（
岩
波
書
店
・

一
九
九
〇
）
に
も
あ
る
。
こ
の
狂
言
は
、
当
時
の
風
俗
を
反
映
し
た
も
の
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
は
成
立
が
未
詳
で
あ
る
が
、『
明
応
職
人
歌
合
』
と

も
称
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
ち
お
う
明
応
年
間
（
一
四
九
二
〜
一
五
〇
一
）
前

後
の
状
況
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
頃
に
成
立
し
た
可
能
性
の
あ
る
狂
言
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
煎
じ
物
売
り
と
い
う
職
業
が
そ
の
頃
に
限
定
さ
れ
る
も
の
か
ど

〔図版３〕『七十一番職人歌合』に描かれた
　　　　  「煎じ物売」
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四
月
、
京
都
東
寺
の
門
前
で
茶
を
商
う
道
覚
と
い
う
人
物
が
、
東
寺
に
対
し
て

請
文
（
誓
約
書
）
を
出
し
、
茶
店
の
営
業
を
許
可
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
道
覚
の
属
性
は
、
限
り
な
く
通
円
に
近
い
。
ま
ず
、
参
詣
の
客
を
見
込

ん
で
寺
院
門
前
で
茶
を
商
う
と
い
う
点
が
、
通
円
と
共
通
す
る
。

　
道
覚
の
こ
の
事
実
は
、『
東
寺
百
合
文
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
南
大
門

一
服
一
銭
請
文
」
な
る
文
書
に
よ
っ
て
判
明
す
る
こ
と
で
あ
る
〔
図
版
２
〕
参

照
。
そ
の
文
書
本
文
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
謹
請
申
　
南
大
門
前
一
服
一
銭
茶
買
人
条
々

　
　
一
　
如
根
本
、
令
居
住
南
河
縁
、
雖
為
片
時
、
不
可
移
住
門
下
石
階
辺
事
、

　
　
一
　
鎮
守
宮
仕
部
屋
、
雖
暫
時
不
可
預
置
茶
具
足
以
下
事
、

　
　
一
　
同
宮
并
諸
堂
香
火
不
可
取
事
、

　
　
一
　
灌
頂
院
閼
伽
井
水
不
可
汲
事
、

右
条
々
、
雖
為
一
事
、
令
遠
越
者
、
速
可
被
追
却
寺
辺
、
仍
謹
所
請
申

状
如
件
、

　
　
　
　
　
応
永
十
年
四
月
　
日
　
　
　
　
　
道
覚
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
次
郎
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
香
後
家
（
花
押
）

　
要
す
る
に
、次
の
四
点
を
条
件
に
営
業
が
許
可
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
①
門
前
付
近
に
居
住
し
な
い
こ
と
。

　
②
門
内
に
茶
道
具
類
を
預
け
置
か
な
い
こ
と
。

　
③
寺
院
内
の
香
火
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

　
④
寺
院
内
の
閼
伽
井
（
井
戸
）
の
水
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

　
門
前
付
近
に
居
住
す
る
な
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
そ
の
場
所
を
茶
を
商
う
た

め
だ
け
に
使
用
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
平
等
院
前
の
宇
治
川
で
臨
時
に
茶

を
点
て
た
と
い
う
「
通
円
」
の
シ
テ
の
行
為
に
限
り
な
く
近
い
で
あ
ろ
う
。

　
東
寺
に
お
け
る
道
覚
の
茶
店
営
業
許
可
の
一
件
は
、
上
島
有
ほ
か
『
東
寺
百

合
文
書
を
読
む
―
よ
み
が
え
る
中
世
―
』（
思
文
閣
出
版
・
一
九
九
八
）
や
前

掲
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ク
ロ
ニ
ッ
ク
日
本
全
史
』
で
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
後
者
に

よ
る
と
、
同
様
の
こ
と
が
、
応
永
十
八
年
（
一
四
一
一
）
に
も
あ
っ
た
と
い
う
。

大
夫
二
郎
と
い
う
人
物
が
や
は
り
東
寺
に
誓
約
書
を
出
し
、
営
業
許
可
を
受
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、京
都
市
史
編
さ
ん
所『
京
都
の
歴
史
』第
三
巻（
一
九
六
八
年
）に
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
）
（（

（
注

る
。

応
永
十
一
年
（
一
四
〇
四
）
東
寺
南
大
門
前
に
い
た
茶
売
り
の
道
幸
後
家

と
、
八
郎
次
郎
の
二
人
は
、
火
鉢
や
道
具
を
、
乞
食
に
預
け
お
き
、
そ
の

乞
食
の
不
始
末
で
南
大
門
の
脇
は
す
で
に
火
事
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

と
い
う
。

　
そ
の
典
拠
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
応
永
年
間
に
お
け
る
東
寺
門
前
の
茶
屋
が

繰
り
返
し
現
れ
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
寺
院
門
前
で
茶
屋
を
商
う
事
実
が
あ
っ
て
こ
そ
、「
通
円
」

と
い
う
狂
言
の
設
定
も
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
な
く
て
は
作

り
得
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
し
、
そ
れ
ら
の
人
物
が
通
円
の
直

接
の
モ
デ
ル
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
そ
れ
ら
の
事

実
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
通
円
」
と
い
う
狂
言
が
作
り
や
す
い
、
も
し
く

は
作
る
動
機
に
な
り
う
る
と
は
言
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
う
が
っ
て
考
え
る
な
ら
、
門
前
の
臨
時
茶
屋
が
出
現
し
始
め
た
頃
の

方
が
、
そ
の
設
定
に
観
客
が
大
き
な
反
応
を
示
す
と
も
言
え
る
。
新
し
い
社
会

事
象
の
舞
台
化
は
観
客
の
反
応
を
得
や
す
い
。
そ
う
い
う
狙
い
で
作
ら
れ
た
可

能
性
は
、
現
代
喜
劇
で
あ
っ
た
当
時
の
狂
言
な
ら
ば
こ
そ
、
大
い
に
あ
り
得
る

（
七
）

南北朝期・室町初期における狂言作品成立の可能性

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
推
定
が
正
し
い
な
ら
、「
通
円
」
の
成
立
は
、
東
寺
に
門
前
茶
屋
が
最

初
に
出
現
し
た
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
に
近
い
頃
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説

が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
通
円
」
は
能
「
頼
政
」
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ

る
が
、「
頼
政
」
は
『
世
子
六
十
以
後
申
楽
談
儀
』
に
世
阿
弥
の
作
と
見
え
る

曲
で
あ
る
。
ま
た
、そ
れ
よ
り
も
古
い
世
阿
弥
の
伝
書
『
三
道
』
に
も
見
え
る
。

『
三
道
』
の
成
立
は
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
だ
か
ら
、「
頼
政
」
が
そ
れ
以

前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
仮
に
、「
頼
政
」
が
世
阿
弥
壮
年
期
の
四
十
歳
頃
の
作
品
と
す
る
な
ら
、

一
四
〇
三
年
頃
と
い
う
計
算
に
な
る
。「
通
円
」
は
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
そ

の
直
後
に
成
立
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
前
述
の
一
四
〇
三
年
前
後
成
立
と
い
う

仮
説
に
ぴ
っ
た
り
符
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
偶
然
も
し
く
は
恣
意
的
な

一
致
と
片
づ
け
る
の
は
簡
単
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
可
能
性
も
考
え
て
お
き
た

い
。

　
な
お
念
の
た
め
に
付
け
加
え
る
な
ら
、「
通
円
」
は
『
糺
河
原
勧
進
猿
楽
日
記
』

に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
そ
の
と
き
に
演
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示

す
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
時
点
で
、
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

五
、「
煎
物
」
成
立
の
背
景

　
狂
言
「
煎
物
」
は
、
町
内
の
人
々
が
山
鉾
の
稽
古
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
煎

じ
物
売
り
が
や
っ
て
き
て
煎
じ
物
を
勧
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
煎
じ
物
と
は
、「
珍
皮
・
乾
薑
・
甘
草
な
ど
を
煮
つ
め
て
作
る
薬
湯
の
一
種
」

（『
狂
言
辞
典
―
語
彙
編
』
東
京
堂
出
版
・
一
九
六
三
）
で
あ
る
。

　
こ
の
狂
言
の
関
連
知
識
と
し
て
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
）
（（

（
注

が
、
室

町
時
代
の
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
に
は
街
角
の
煎
じ
物
売
り
が
描
か
れ
て
い

る
〔
図
版
３
〕
参
照
。
そ
の
絵
の
担
い
棒
の
両
端
に
は
、
煎
じ
る
釜
と
、
薬
草

を
入
れ
た
ら
し
い
桶
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
て
、
狂
言
「
煎
物
」
の
シ
テ
の
姿
に

よ
く
似
て
い
る
。
そ
の
指
摘
は
『
岩
波
講
座
　
能
・
狂
言
』
Ⅶ
（
岩
波
書
店
・

一
九
九
〇
）
に
も
あ
る
。
こ
の
狂
言
は
、
当
時
の
風
俗
を
反
映
し
た
も
の
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
は
成
立
が
未
詳
で
あ
る
が
、『
明
応
職
人
歌
合
』
と

も
称
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
ち
お
う
明
応
年
間
（
一
四
九
二
〜
一
五
〇
一
）
前

後
の
状
況
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
頃
に
成
立
し
た
可
能
性
の
あ
る
狂
言
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
煎
じ
物
売
り
と
い
う
職
業
が
そ
の
頃
に
限
定
さ
れ
る
も
の
か
ど

〔図版３〕『七十一番職人歌合』に描かれた
　　　　  「煎じ物売」
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三
、「
靱
猿
」
成
立
の
背
景

　「
靱
猿
」
は
、
道
中
、
猿
引
き
に
出
会
っ
た
大
名
が
、
猿
の
皮
を
靱
に
巻
き

た
い
か
ら
よ
こ
せ
と
強
要
す
る
こ
と
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
狂
言
で
あ

る
。

　
猿
皮
を
巻
い
た
靱
を
用
い
た
と
い
う
実
例
は
、
い
わ
ゆ
る
ば
さ
ら
大
名
で
有

名
な
佐
々
木
道
誉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）、
道
誉
が
天
台
宗
の
妙
法
院
に
狼
藉
を
は
た
ら
き
、

延
暦
寺
衆
徒
の
訴
え
で
出
羽
に
流
罪
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
一
行
の
靱
に
猿

皮
が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
話
は
『
太
平
記
』
二
十
一
巻
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
だ
が
、
確
認
の
た
め
に
引
用
し
て
お
こ
う
。

…
四
月
十
二
日
ニ
三
社
ノ
神シ
ン
ヨ輿

ヲ
御
帰キ

座ザ

成
シ
奉
タ
テ
マ
ツ

テ
、
同
廿
五
日
道

誉
・
秀ヒ
デ
ツ
ナ綱

ガ
配ハ
イ
シ
ョ所

ノ
事
定
サ
ダ
マ
リ

テ
、
上
総
国
山ヤ
マ
ベ
ノ
コ
ホ
リ

辺
郡
ヘ
流
サ
ル
。
道
誉
近

江
ノ
国
分
寺
迄
、
若
党
三
百
余
騎
、
打ウ
チ
オ
ク
リ送

ノ
為
ニ
ト
テ
前
後
ニ
相
順
フ
。

其ソ
ノ
ト
モ
ガ
ラ
コ
ト
ゴ

輩
悉ト
ク
サ
ル
カ
ハ

猿
皮
ヲ
ウ
ツ
ボ
ニ
カ
ケ
、
猿
皮
ノ
腰コ
シ
ア
テ当

ヲ
シ
テ
、
手
毎ゴ
ト

ニ

鶯ウ
グ
ヒ
ス
コ籠

ヲ
持モ
タ

セ
、
道
々
ニ
酒
肴サ
カ
ナ

ヲ
設モ
ウ
ケ

テ
宿
々
ニ
傾ケ
イ
セ
イ城

ヲ
弄
モ
テ
ア
ソ

ブ
。
事
ノ

体テ
イ
ヨ
ノ
ツ
ネ

尋
常
ノ
流ル
ニ
ン人

ニ
ハ
替カ
ハ

リ
、
美ビ
ビ
シ
ク

々
敷
ゾ
見
ヘ
タ
リ
ケ
ル
。
是コ
レ

モ
只
公ク

ゲ家
ノ

成セ
イ
バ
イ敗
ヲ
軽キ
ヤ
ウ
コ
ツ忽
シ
、
山
門
ノ
鬱ウ
ツ
タ
ウ陶
ヲ
嘲テ
ウ
ロ
ウ弄
シ
タ
ル
翔
フ
ル
マ
ヒ

也
。

　
猿
は
日
吉
神
社
の
使
い
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
猿
の
皮
を
靱
に
か
け
た
と
い
う

道
誉
の
行
為
は
、
日
吉
神
社
と
一
体
の
延
暦
寺
に
対
す
る
示
威
行
為
だ
っ
た
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
が
「
靱
猿
」
の
関
連
で
引
用
さ
れ
る
の
は
、
当
時
そ
う
い
う
こ
と

が
実
際
に
あ
っ
た
と
い
う
例
示
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
狂
言
の
典
拠
と
し
て
の

説
明
で
は
な
く
、
ほ
か
に
も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
、
ま
た
は
一
般
的
な
こ

と
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
例
を

も
っ
て
、猿
の
皮
を
靱
に
巻
く
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
猿
が
日
吉
神
社
山
王
権
現
の
使
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
当
時
の
社
会
的

常
識
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
靱
に
巻
く
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

神
を
も
恐
れ
ぬ
狂
気
の
沙
汰
と
も
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
通
常
は
あ
り
え
な
い
こ

と
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
つ
ま
り
道
誉
の
行
為
は
、
む
し
ろ
極
め
て
異
例
な
こ
と
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ

り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
す
る
こ
と
で
権
力
に
反
抗
す
る
意
思
表
示
の
意
味
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。そ
う
で
な
け
れ
ば
示
威
的
な
効
果
は
あ
り
え
ず
、『
太
平
記
』

の
作
者
も
わ
ざ
わ
ざ
書
き
記
す
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
事
件
は
、
お
そ
ら
く
当
時
の
社
会
的
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
喧
伝
さ
れ
、

瞬
く
間
に
流
布
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
狂
言
「
靱
猿
」
は
そ
の
状
況
の
中
で
、
人
々
の
記
憶
が
失
せ
な
い
う
ち
に
時

事
的
即
興
性
も
し
く
は
風
刺
的
面
白
さ
を
ね
ら
っ
て
作
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
人
の
噂
も
七
十
五
日
と
い
う
が
、
三
ヶ
月
も
す
れ
ば
世
間
か
ら

忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
の
が
常
で
あ
る
。
こ
の
狂
言
は
道
誉
の
事
件
が
あ
っ
た

一
三
四
〇
年
四
月
下
旬
か
ら
数
ヶ
月
以
内
に
成
立
し
た
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る

と
見
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
、「
靱
猿
」
の
舞
台
を
見
れ
ば
、
道
誉
の
こ
と
が

す
ぐ
さ
ま
連
想
で
き
る
と
い
う
時
間
的
範
囲
で
あ
る
。
そ
の
推
定
が
正
し
け
れ

ば
、
ま
さ
に
南
北
朝
ま
っ
た
だ
中
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
こ
の
説
の
補
強
と
し
て
、
路
上
の
猿
飼
（
猿
回
し
）
つ
ま
り
猿
引
き

の
絵
が『
融
通
念
仏
縁
起
』に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い〔
図

版
１
〕
参
照
。

（
五
）

南北朝期・室町初期における狂言作品成立の可能性

　『
融
通
念
仏
縁
起
』

は
融
通
念
仏
宗
の
普
及

と
勧
進
を
目
的
と
し

て
、
開
祖
良
忍
の
行
状

と
融
通
念
仏
の
功
徳
を

説
い
た
絵
巻
で
あ
る
。

の
ち
伝
写
本
が
次
々
に

生
ま
れ
た
よ
う
だ
が
、

そ
の
原
本
は
正
和
三
年

（
一
三
一
四
）
に
作
ら

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

一
三
〇
〇
年
代
初
頭
に

猿
回
し
が
都
で
は
や
っ

て
い
た
こ
と
の
証
左
で

あ
ろ
う
。
ま
た
『
ジ
ャ

パ
ン
・
ク
ロ
ニ
ッ
ク
日

本
全
史
』（
講
談
社
・

一
九
九
一
）
の
取
り
上

げ
方
（
三
二
九
頁
）
は
、

そ
れ
が
大
道
芸
と
し

て
、
そ
の
当
時
の
新
し

い
傾
向
だ
っ
た
と
い
う
認
識
の
よ
う
で
あ（
注
９
）る

。

　
道
誉
の
事
件
の
直
前
に
そ
う
い
う
状
況
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
猿
引
き
を

素
材
に
し
た
狂
言
が
作
ら
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
が
、
事
件
当
時
整
っ
て
い

た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　

　
前
掲
『
糺
河
原
勧
進
猿
楽
日
記
』
に
「
サ
ル
ヒ
キ
」
と
い
う
名
で
記
さ
れ
た

曲
は
「
靱
猿
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
以
前
に
存
在

し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。「
入
間
川
」
同
様
、
そ
れ
よ
り
百
二
十
年
ほ

ど
さ
か
の
ぼ
る
時
点
で
、
す
で
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
と
見
て
お

き
た
い
。四

、「
通
円
」
成
立
の
背
景

　
狂
言
の
「
通
円
」
は
、
平
等
院
門
前
の
宇
治
橋
で
大
茶
を
点
て
て
亡
く
な
っ

た
茶
売
り
が
主
人
公
（
シ
テ
）
で
あ
る
。
そ
の
モ
デ
ル
に
近
い
存
在
か
と
思
わ

れ
る
人
物
を
、
室
町
初
期
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
吉
村
亨
「
一
服
一
銭
と
門
前
の
茶
屋
）
（（

（
注

」
に
よ
れ
ば
、応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）

〔図版２〕『東寺百合文書』所収
               「南大門一服一銭請文」

〔図版１〕『融通念仏縁起』に描かれた路上の猿飼
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三
、「
靱
猿
」
成
立
の
背
景

　「
靱
猿
」
は
、
道
中
、
猿
引
き
に
出
会
っ
た
大
名
が
、
猿
の
皮
を
靱
に
巻
き

た
い
か
ら
よ
こ
せ
と
強
要
す
る
こ
と
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
狂
言
で
あ

る
。

　
猿
皮
を
巻
い
た
靱
を
用
い
た
と
い
う
実
例
は
、
い
わ
ゆ
る
ば
さ
ら
大
名
で
有

名
な
佐
々
木
道
誉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）、
道
誉
が
天
台
宗
の
妙
法
院
に
狼
藉
を
は
た
ら
き
、

延
暦
寺
衆
徒
の
訴
え
で
出
羽
に
流
罪
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
一
行
の
靱
に
猿

皮
が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
話
は
『
太
平
記
』
二
十
一
巻
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
だ
が
、
確
認
の
た
め
に
引
用
し
て
お
こ
う
。

…
四
月
十
二
日
ニ
三
社
ノ
神シ
ン
ヨ輿

ヲ
御
帰キ

座ザ

成
シ
奉
タ
テ
マ
ツ

テ
、
同
廿
五
日
道

誉
・
秀ヒ
デ
ツ
ナ綱

ガ
配ハ
イ
シ
ョ所

ノ
事
定
サ
ダ
マ
リ

テ
、
上
総
国
山ヤ
マ
ベ
ノ
コ
ホ
リ

辺
郡
ヘ
流
サ
ル
。
道
誉
近

江
ノ
国
分
寺
迄
、
若
党
三
百
余
騎
、
打ウ
チ
オ
ク
リ送
ノ
為
ニ
ト
テ
前
後
ニ
相
順
フ
。

其ソ
ノ
ト
モ
ガ
ラ
コ
ト
ゴ

輩
悉ト
ク
サ
ル
カ
ハ

猿
皮
ヲ
ウ
ツ
ボ
ニ
カ
ケ
、
猿
皮
ノ
腰コ
シ
ア
テ当

ヲ
シ
テ
、
手
毎ゴ
ト

ニ

鶯ウ
グ
ヒ
ス
コ籠

ヲ
持モ
タ

セ
、
道
々
ニ
酒
肴サ
カ
ナ

ヲ
設モ
ウ
ケ

テ
宿
々
ニ
傾ケ
イ
セ
イ城

ヲ
弄
モ
テ
ア
ソ

ブ
。
事
ノ

体テ
イ
ヨ
ノ
ツ
ネ

尋
常
ノ
流ル
ニ
ン人

ニ
ハ
替カ
ハ

リ
、
美ビ
ビ
シ
ク

々
敷
ゾ
見
ヘ
タ
リ
ケ
ル
。
是コ
レ

モ
只
公ク

ゲ家
ノ

成セ
イ
バ
イ敗

ヲ
軽キ
ヤ
ウ
コ
ツ忽

シ
、
山
門
ノ
鬱ウ
ツ
タ
ウ陶

ヲ
嘲テ
ウ
ロ
ウ弄

シ
タ
ル
翔
フ
ル
マ
ヒ

也
。

　
猿
は
日
吉
神
社
の
使
い
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
猿
の
皮
を
靱
に
か
け
た
と
い
う

道
誉
の
行
為
は
、
日
吉
神
社
と
一
体
の
延
暦
寺
に
対
す
る
示
威
行
為
だ
っ
た
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
が
「
靱
猿
」
の
関
連
で
引
用
さ
れ
る
の
は
、
当
時
そ
う
い
う
こ
と

が
実
際
に
あ
っ
た
と
い
う
例
示
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
狂
言
の
典
拠
と
し
て
の

説
明
で
は
な
く
、
ほ
か
に
も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
、
ま
た
は
一
般
的
な
こ

と
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
例
を

も
っ
て
、猿
の
皮
を
靱
に
巻
く
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
猿
が
日
吉
神
社
山
王
権
現
の
使
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
当
時
の
社
会
的

常
識
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
靱
に
巻
く
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

神
を
も
恐
れ
ぬ
狂
気
の
沙
汰
と
も
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
通
常
は
あ
り
え
な
い
こ

と
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
つ
ま
り
道
誉
の
行
為
は
、
む
し
ろ
極
め
て
異
例
な
こ
と
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ

り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
す
る
こ
と
で
権
力
に
反
抗
す
る
意
思
表
示
の
意
味
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。そ
う
で
な
け
れ
ば
示
威
的
な
効
果
は
あ
り
え
ず
、『
太
平
記
』

の
作
者
も
わ
ざ
わ
ざ
書
き
記
す
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
事
件
は
、
お
そ
ら
く
当
時
の
社
会
的
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
喧
伝
さ
れ
、

瞬
く
間
に
流
布
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
狂
言
「
靱
猿
」
は
そ
の
状
況
の
中
で
、
人
々
の
記
憶
が
失
せ
な
い
う
ち
に
時

事
的
即
興
性
も
し
く
は
風
刺
的
面
白
さ
を
ね
ら
っ
て
作
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
人
の
噂
も
七
十
五
日
と
い
う
が
、
三
ヶ
月
も
す
れ
ば
世
間
か
ら

忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
の
が
常
で
あ
る
。
こ
の
狂
言
は
道
誉
の
事
件
が
あ
っ
た

一
三
四
〇
年
四
月
下
旬
か
ら
数
ヶ
月
以
内
に
成
立
し
た
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る

と
見
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
、「
靱
猿
」
の
舞
台
を
見
れ
ば
、
道
誉
の
こ
と
が

す
ぐ
さ
ま
連
想
で
き
る
と
い
う
時
間
的
範
囲
で
あ
る
。
そ
の
推
定
が
正
し
け
れ

ば
、
ま
さ
に
南
北
朝
ま
っ
た
だ
中
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
こ
の
説
の
補
強
と
し
て
、
路
上
の
猿
飼
（
猿
回
し
）
つ
ま
り
猿
引
き

の
絵
が『
融
通
念
仏
縁
起
』に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い〔
図

版
１
〕
参
照
。
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貞サ
ダ
マ
サ将

ニ
、
五
万
余
騎
ヲ
差サ
シ
ソ
ヘ副

テ
、
下シ
モ
カ
ウ
ベ

河
辺
ヘ
被ク
ダ
サ
ル下

。（
中
略
）
武
蔵
・
上

野
両
国
ノ
勢セ
イ

六
万
余
騎
ヲ
相ア
ヒ
ソ
ヘ副

テ
、
上カ
ミ
ミ
チ路

ヨ
リ
入イ
ル
マ
ガ
ハ

間
河
ヘ
被ム
ケ
ラ
ル向

。
是コ
レ

ハ
水ミ
ヅ

沢サ
ワ

ヲ
前
ニ
当ア
テ

テ
敵
ノ
渡
サ
ン
処
ヲ
討ウ
テ

ト
也
。（
中
略
）
同
オ
ナ
ジ
キ

十
一
日
ノ
辰
タ
ツ
ノ

刻コ
ク

ニ
、
武
蔵
国
小コ
テ
サ
シ
バ
ラ

手
差
原
ニ
打ウ
チ
ノ
ゾ
ミ臨

給
フ
。（
中
略
）
義
貞
忽
タ
チ
マ
チ

ニ
入イ
ル
マ
ガ
ハ

間
河

ヲ
打ウ
チ
ワ
タ
ツ渡

テ
、
先マ
ヅ
ト
キ時

ノ
声
ヲ
揚ア
ゲ

、
陣
ヲ
勧ス
ス

メ
、
早ハ
ヤ
ヤ
ア
ハ
セ

矢
合
ノ
鏑カ
ブ
ラ

ヲ
射
サ
セ
ケ

ル
。（
中
略
）
二
百
騎
・
三
百
騎
・
千
騎
・
二
千
騎
兵
ヲ
添ソ
ヘ

テ
、
相ア
ヒ
タ
タ
カ
フ戦

事
三
十
度
ニ
成ナ
リ

り
シ
カ
バ
、
義
貞
ノ
兵
三
百
余
騎
被ウ
タ
レ討
、
鎌
倉
勢
五
百
余

騎
討
死
シ
テ
、
日
巳ス
デ

ニ
暮ク
レ

ケ
レ
バ
、
人
馬
共
ニ
疲ツ
カ
レ

タ
リ
。
軍イ
ク
サ

ハ
明
日
ト
、

約ヤ
ク
ダ
ク諾
シ
テ
、
義
貞
三
里
引ヒ
キ
シ
リ
ゾ
イ退
テ
、
入イ
ル
マ
ガ
ハ

間
河
ニ
陣
ヲ
ト
ル
。

　
つ
ま
り
、
入
間
川
は
鎌
倉
幕
府
滅
亡
に
直
接
結
び
つ
く
重
要
な
拠
点
と
な
っ

た
場
所
で
あ
り
、そ
の
こ
と
が『
太
平
記
』を
通
じ
て
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　『
太
平
記
』
を
読
み
聞
か
せ
た
り
講
釈
す
る
芸
能
は
「
太
平
記
読
み
」
と
し

て
知
ら
れ
る
。
そ
の
発
達
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
ら
し（
注
６
）い

が
、
室

町
時
代
に
も
物
語
僧
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、『
蔭
涼
軒
日
録
』や『
後

法
興
院
記
』
の
記
事
に
よ
っ
て
判
明
す（
注
７
）る

。
江
見
河
原
入
道
と
い
う
物
語
僧
が

『
太
平
記
』
を
読
み
聞
か
せ
た
記
事
が
『
蔭
涼
軒
日
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
文
正
元
年
つ
ま
り
一
四
六
六
年
閏
二
月
六
日
の
こ
と
で
あ

る
。

　
こ
の
記
録
自
体
は
、「
入
間
川
」
と
い
う
狂
言
曲
名
が
初
め
て
記
さ
れ
た
『
糺

河
原
勧
進
猿
楽
日
記
』
の
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
よ
り
二
年
遅
れ
る
。
し
か

し
、
少
な
く
と
も
そ
の
時
点
に
お
い
て
、『
太
平
記
』
が
い
か
に
広
く
享
受
さ

れ
て
い
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
証
拠
に
、
そ
れ
よ
り
百
年
ほ
ど
も
遡
る
応
安
・
永
和
の
頃
（
一
三
六
八

〜
一
三
七
九
）
に
、『
太
平
記
』
が
一
般
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料

が
複
数
報
告
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
を
根
拠
に
、『
太
平
記
』
の
成
立
を
応

安
末
年
か
ら
永
和
年
間
と
す
る
説
が
有
力
で
あ（
注
８
）る

。

　『
太
平
記
』
の
成
立
事
情
、
つ
ま
り
ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が
っ
た
か
に

つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、『
平
家
物
語
』
同
様
、
世
間

に
流
布
し
て
い
た
合
戦
譚
を
収
集
し
て
結
実
し
た
よ
う
な
要
素
も
あ
る
と
す
る

な
ら
、
成
立
以
前
に
語
ら
れ
て
い
た
話
も
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
入
間
川
と
い
う
地
名
が
一
般
に
流
布
す
る
よ
す
が
が
、『
太
平
記
』
の

成
立
に
付
随
し
て
あ
り
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
田
義
貞
の
軍
功
説
話
は
、
ほ
と
ん
ど
同
時
進
行
で
世
間

に
伝
え
ら
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
入
間
川
と
い
う
地
名

は
、
新
田
義
貞
の
鎌
倉
幕
府
攻
略
の
手
柄
話
の
中
で
、
南
北
朝
期
か
ら
繰
り
返

し
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
入
間
川
」
成
立

に
関
与
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
関
東

の
一
地
方
の
小
さ
な
地
名
が
狂
言
の
舞
台
お
よ
び
そ
の
曲
名
に
な
り
え
な
い
で

あ
ろ
う
。

　
そ
の
推
測
が
正
し
い
な
ら
、
狂
言
「
入
間
川
」
の
成
立
が
南
北
朝
期
に
ま
で

遡
れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
太
平
記
読
み
と
し
て

流
布
し
た
後
世
の
い
つ
の
時
点
で
も
可
能
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
即
興
的
喜
劇

の
要
素
の
強
か
っ
た
時
代
の
狂
言
と
し
て
は
、
入
間
川
と
い
う
地
名
が
生
々
し

く
語
ら
れ
て
い
た
時
点
で
取
り
入
れ
た
と
考
え
る
方
が
、
は
る
か
に
蓋
然
性
は

高
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、「
入
間
川
」
は
、
そ
の
曲
名
が
記
さ
れ
た
『
糺
河
原
勧

進
猿
楽
日
記
』
の
成
立
の
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
の
時
点
で
存
在
し
た
こ
と

は
疑
い
な
い
が
、
実
際
は
そ
れ
よ
り
は
る
か
以
前
の
南
北
朝
期
、
そ
れ
も
お
そ

ら
く
は
初
頭
に
お
い
て
、
す
で
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
見
て
お
き

た
い
。
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い
ち
お
う
こ
れ
ら
の
曲
も
含
め
ば
、
現
行
の
狂
言
に
直
結
す
る
も
の
は
十
八

曲
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、こ
れ
ら
の
狂
言
の
す
べ
て
が
、同
時
に
こ
の
時
作
ら
れ
た
新
作
だ
っ

た
と
は
、
も
ち
ろ
ん
考
え
ら
れ
な
い
。
多
く
は
そ
れ
よ
り
以
前
か
ら
長
い
時
間

を
か
け
て
作
ら
れ
て
き
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
で
は
、
そ
れ
ら
の
狂
言
は

い
っ
た
い
い
つ
頃
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
能
・
狂
言
の
関
連
資
料
に
そ
れ
を
直
接
証
明
す
る
も
の
が

見
あ
た
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
、
当
時
の
社
会
事
象
か
ら
、
傍
証

的
に
そ
の
徴
証
を
さ
ぐ
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
方
法
論
で

作
品
の
成
立
時
期
を
論
究
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
稿
の
意
図
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
以
前
、
思
い
つ
き
程
度
に
略
述
し
た
こ
と

が
あ
る
（
注
４
）が

、
改
め
て
詳
し
く
論
じ
て
み
た
い
。

二
、「
入
間
川
」
成
立
の
背
景

　
狂
言
「
入
間
川
」
は
、
長
ら
く
在
京
し
て
勝
訴
し
た
東
国
の
大
名
主
従
が
帰

国
す
る
途
中
、
入
間
川
に
さ
し
か
か
り
、
逆
さ
言
葉
で
問
答
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
逆
さ
言
葉
と
は
、
例
え
ば
「
あ
る
」
を
「
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
、

肯
定
・
否
定
を
逆
に
表
現
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
入
間
川
は
、
秩
父
に
発
し
て
埼
玉
県
南
部
を
流
れ
る
川
で
あ
り
、
ま
た
そ
の

流
域
、
現
在
は
入
間
市
や
入
間
郡
に
な
っ
て
い
る
あ
た
り
の
地
名
で
も
あ
る
。

　『
狂
言
辞
典
―
事
項
編
』「
入
間
川
」
の
項
に
は
、「
昔
、
帰
化
人
の
部
落
の

あ
っ
た
こ
の
あ
た
り
に
は
、
逆
言
葉
が
使
わ
れ
た
ら
し
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
入
間
川
が
舞
台
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
こ
と
が
背
景

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
一
般
的
な
知
名
度
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
地
名
で
あ

る
。
交
通
機
関
が
発
達
し
て
時
間
的
距
離
が
短
縮
さ
れ
た
現
在
で
も
、
入
間
市

ま
た
は
入
間
郡
と
聞
い
て
そ
の
場
所
が
特
定
で
き
る
人
は
、
関
東
圏
の
人
を
除

け
ば
ご
く
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
、
中
世
に
狂
言
が
上
演
さ
れ
て
い
た

京
都
界
隈
か
ら
見
て
、
入
間
川
は
「
は
る
か
遠
国
の
」
縁
遠
い
地
名
だ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

　
狂
言
「
入
間
川
」
の
シ
テ
で
あ
る
東
国
の
大
名
は
、和
泉
流
三
宅
派
の
場
合
、

「
は
る
か
遠
国
の
大
名
」
と
名
乗
り
、
入
間
川
に
さ
し
か
か
っ
て
、「
こ
れ
は
上

り
に
も
有
っ
た
川
か
い
な
あ
」
と
太
郎
冠
者
に
聞
く
。
し
か
し
、
太
郎
冠
者
も

答
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぐ
ら
い
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
の
川
と
い
う
設
定

で
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
中
世
の
京
都
を
中
心
と
す
る
狂
言
作
者
ま
た
は

観
客
の
、
通
常
の
印
象
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
狂
言
作
者
が
そ
う
い
う
耳
慣
れ
な
い
地
名
を
あ
え
て
採
用
し
た
と
い
う
の

は
、
何
か
ほ
か
の
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
帰
化
人
の

居
住
地
と
い
う
理
由
だ
け
な
ら
、
至
近
の
畿
内
に
こ
そ
た
く
さ
ん
あ
っ
た
だ
ろ

う
し
、
ま
た
入
間
地
域
の
方
言
だ
け
が
特
別
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
に

く
い
。

　
実
は
、
鎌
倉
最
末
期
に
、
入
間
川
と
い
う
地
名
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た

事
件
が
起
き
て
い
る
。
そ
の
こ
と
と
の
関
連
を
考
え
て
み
た
い
。

　
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
五
月
、
上
野
国
で
鎌
倉
幕
府
打
倒
の
兵
を
挙
げ
た

新
田
義
貞
は
、
同
月
一
〇
日
、
武
蔵
国
入
間
川
に
布
陣
し
た
。
翌
日
か
ら
鎌
倉

に
向
か
っ
て
南
下
。
進
撃
の
度
に
勝
利
を
収
め
て
勢
力
を
拡
大
し
、
二
二
日
、

つ
い
に
鎌
倉
幕
府
を
滅
亡
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
入
間
川
布
陣
の
場
面
を
『
太
平
記
』
巻
十
は
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い

る（
注
５
）。 

同オ
ナ
ジ
キ（

五
月
）
九
日
軍イ
ク
サノ

評ひ
や
う
ぢ
や
う
あ
つ

定
有
テ
翌ヨ
ク
ジ
ツ日

ノ
巳ミ
ノ
コ
ク刻

ニ
、
金カ
ナ
ザ
ハ沢

武
蔵
守
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南
北
朝
期
・
室
町
初
期
に
お
け
る
狂
言
作
品
成
立
の
可
能
性

林
　
和
利

一
、
は
じ
め
に

　
狂
言
は
室
町
時
代
に
成
立
し
た
喜
劇
と
さ
れ
る
が
、そ
の
淵
源
を
た
ど
れ
ば
、

奈
良
時
代
に
唐
か
ら
伝
わ
っ
た
散
楽
に
行
き
着
く
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
散
楽
の
中
の
物
真
似
芸
が
発
達
し
て
、
平
安
時
代
の
猿
楽
に
見
ら
れ

る
滑
稽
物
真
似
芸
と
な
り
、
そ
れ
が
狂
言
的
な
寸
劇
に
発
展
し
て
き
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
平
安
時
代
の
記
録
に
記
さ
れ
た
猿
楽
と
室
町
時
代
の
狂
言
と
の
間

に
、
共
通
す
る
演
目
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
作
品
と
し
て
は
鎌
倉
時
代
も
し

く
は
南
北
朝
期
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
生
成
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
わ

け
だ
が
、
そ
の
時
代
の
演
目
は
、
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
不
詳
で
あ
る
。

　
現
在
報
告
さ
れ
て
い
る
狂
言
の
初
出
文
献
は
、
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
の

『
丹
後
国
分
寺
建
武
再
興
記
』
で
あ（
注
１
）る

。
そ
の
中
に
、

　
　
二
番
　
咲
　
覚
空
房
　
寂
浄
房

　
　
　
　
　
　
　
楽
順
房

と
記
さ
れ
て
い
る
。「
咲
」
は
「
を
か
し
」
で
、
そ
れ
が
狂
言
を
意
味
す
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
鎌
倉
幕
府
が
倒
れ
て
南
北
朝
期
に
突
入
す
る
、
ま
さ
に
そ
の
年
に
狂
言
の
存

在
が
記
録
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
や
世
阿
弥
の
『
習
道
書
』
の
記
述

な
ど
か
ら
、
南
北
朝
か
ら
室
町
初
期
を
狂
言
の
成
立
期
と
考
え
る
の
が
通
説
で

あ
る
。

　
南
北
朝
期
の
狂
言
作
品
の
存
在
を
示
す
他
の
資
料
は
、
観
応
三
年

（
一
三
五
二
）
の
『
周
防
国
仁
平
寺
本
堂
供
養
日
記
（
注
２
）』

に
記
さ
れ
た
「
狂
言
　

山
臥
説
法
」
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
山
臥
説
法
」
と
い
う
名
称
か
ら
連

想
さ
れ
る
現
行
の
狂
言
作
品
は
見
い
だ
し
が
た
い
。
つ
ま
り
、
現
在
上
演
さ
れ

て
い
る
狂
言
の
作
品
に
直
接
結
び
つ
く
こ
の
時
期
の
資
料
は
皆
無
な
の
で
あ

る
。

　
現
行
の
狂
言
に
直
接
関
連
す
る
曲
名
の
記
録
は
、
室
町
中
期
の
寛
正
五
年

（
一
四
六
四
）『
糺
河
原
勧
進
猿
楽
日
記
』
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に

初
め
て
、「
鉢
叩
」「
八
幡
前
」「
伊
文
字
」「
三
本
柱
」「
朝
比
奈
」「
茶
齅
座
頭
」

「
若
和
布
」「
入
間
川
」
と
い
う
現
行
と
同
じ
狂
言
曲
目
が
記
さ
れ
て
い
る
（
注
３
）。

　
ま
た
、
同
じ
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
現
行
狂
言
の
古
名
か
別
名
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
が
、「
三
ノ
丸
長
者
」（
三
人
長
者
）、「
サ
ル
ヒ
キ
」（
靱
猿
）、「
カ

ク
レ
ミ
ノ
」（
隠
れ
笠
ま
た
は
居
杭
）、「
懐
中
」（
懐
中
聟
）、「
ヒ
ゲ
カ
イ
タ
テ
」

（
髭
櫓
）、「
鬼
ノ
マ
メ
」（
節
分
）、「
ギ
シ
ャ
ク
」（
磁
石
）、「
カ
ラ
カ
サ
ノ
秀
句
」

（
秀
句
傘
）、「
ワ
ラ
ウ
チ
」（
縄
綯
か
太
刀
奪
）、「
餅
ク
イ
」（
業
平
餅
）
で
あ
る
。

（
　
　
）
内
が
現
行
曲
名
で
あ
る
。


